
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 208 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 演奏法 A 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・学習の到達度は、授業で配付するワークや実技テストで評価する。  

・合奏を通じて合わせる、聞くことの大切さや響きや音色を感じ取り音楽性を身につけさせる。 

・音楽を通じて心を育み、感性豊かになることも目標とする。 

 

２ 学習の到達目標 

鍵盤楽器、弦楽器、打楽器の基本的奏法を学び、習得する。 

生徒一人一人の能力・適性，興味・関心等に応じた「個に応じた学習」により，個性豊かな表現の

能力を伸ばす。 

演奏活動を通して，生涯にわたって音楽を永続的に愛好していこうとする心情をはぐくむ。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な、器

楽、創作の知識・技能を身

に付け、創造的に表してい

る。  

 

音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受

しながら、器楽、創作の音楽

表現を工夫し、どのように歌

うか、演奏するか、音楽をつ

くるかについて表現意図をも

っている。  

音楽や音楽文化に関心をも

ち、器楽、創作、鑑賞の学習

に主体的に取り組もうとす

る。  

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学

 

期 単元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 評価方法 



 

※令和４年度以降入学生用 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

オリエンテーション c: 音楽の多様な表現に関心を持

ち、これからの学習に意欲を高め

ている。 

 

 

  観察 

弾
き
歌
い 

 

 童謡弾き歌い  a: 弾き歌いをするために必要

なピアノやギターの基礎的な演

奏技能を身に付け、創造的に表し

ている。 

b:音楽表現を工夫し、どのように

演奏するか表現意図をもってい

る。 

c: ピアノやギターの奏法の特徴

と曲の歌詞に関心を持ち、演奏す

ることに主体的に取り組もうと

している。  

 

 

 

 

演奏の聴

取  

 

 

観察 

 

 

 

演 奏 の

聴取  

 

ワークシ

ート 

観察 

 

 

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

 

 ミッキーマウスマーチ  a: アンサンブルするために必

要なギターの基礎的な演奏技能

を身に付け、創造的に表してい

る。 

b:ギターの奏法の特徴、それぞれ

のアンサンブルの特徴を生かし

た音楽表現を工夫し、どのように

演奏するか表現意図をもってい

る。 

c: ギターの奏法の特徴とそれぞ

れのアンサンブルに関心を持ち、

演奏することに主体的に取り組

もうとしている。 

 

 

 

 

演奏の聴

取  

 

 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

 

 

演 奏 の

聴取  

 

 

観察 

 

 

２ 

ハ
ン
ド
ベ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

クリスマスメドレー a: アンサンブルするために必要

なハンドベルの基礎的な演奏技

能を身に付け、創造的に表してい

る。 

b:ハンドベルの奏法の特徴、それ

ぞれのアンサンブルの特徴を生

かした音楽表現を工夫し、どのよ

うに演奏するか表現意図をもっ

ている。 

c: ハンドベルの奏法の特徴とそ

れぞれのアンサンブルに関心を

持ち、演奏することに主体的に取

り組もうとしている。 

観察 

 

 

 

演奏の聴

取  

 

 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

 

 

演 奏 の

聴取  

 

 

観察 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

キ
ー
ボ
ー
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

ホールニューワールド  a: アンサンブルするために必

要なキーボードの基礎的な演奏

技能を身に付け、創造的に表して

いる。 

b:キーボードの奏法の特徴、それ

ぞれのアンサンブルの特徴を生

かした音楽表現を工夫し、どのよ

うに演奏するか表現意図をもっ

ている。 

c: キーボードの奏法の特徴とそ

れぞれのアンサンブルに関心を

持ち、演奏することに主体的に取

り組もうとしている。 

 

 

 

 

演奏の聴

取  

 

 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

 

 

演 奏 の

聴取  

 

観察 

 

 

３ 

器
楽
合
奏 

 

 勇気１００％  a: アンサンブルするために必

要な鍵盤楽器や打楽器の基礎的

な演奏技能を身に付け、創造的に

表している。 

b:鍵盤楽器や打楽器の奏法の特

徴、それぞれのアンサンブルの特

徴を生かした音楽表現を工夫し、

どのように演奏するか表現意図

をもっている。 

c: 鍵盤楽器や打楽器の奏法の特

徴とそれぞれのアンサンブルに

関心を持ち、演奏することに主体

的に取り組もうとしている。 

 

 

 

 

演奏の聴

取  

 

 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

 

 

演 奏 の

聴取  

 

観察 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


